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１ . 現 在 の イ ン ド 人 の ル ー ツ で あ る 初 期 ア ー リ ア （ ア ー リ ヤ ） 人 社 会 の 民 族 1

宗 教 。 後 に 民 間 信 仰 を 取 り 込 み 、 ヒ ン ド ゥ ー 教 （ こ れ も 民 族 宗 教 ） 化 す る 。

２ . 狭 義 の イ ン ド 人 や イ ラ ン 人 。 広 義 で は イ ン ド ＝ ヨ ー ロ ッ パ 語 族 全 体 。 イ 2

ン ド に は B. C . 1 5 0 0年 頃 侵 入 ・ 定 着 し 、 イ ン ダ ス 文 明 滅 亡 の 原 因 に 。

３ . ﾊ ﾞ ﾗ ﾓ ﾝ・ ｸ ｼ ｬ ﾄ ﾘ ﾔ・ ｳ ﾞ ｧ ｲ ｼ ｬ・ ｼ ｭ ｰ ﾄ ﾞ ﾗを 基 本 と す る 古 代 イ ン ド の 職 能 別 身 分 3

制 度 。 語 義 ： ヴ ァ ル ナ 「 種 姓 。 カ ー ス ト は ポ ル ト ガ ル 語 「 血 統 」 に 由 来」

４ . ヴ ァ ル ナ （ カ ー ス ト ） 制 の 最 高 身 分 で 司 祭 階 級 。 語 義 ： ﾌﾞ ﾗ ﾌ ﾏ ﾝの 漢 訳 4

５ . B O O K バ ラ モ ン 教 の 聖 典 。 語 義 ： 知 恵 」 5「

６ . 魂 が 生 き て い る と き の 業 （ カ ル マ ） に 応 じ て 再 生 し 続 け る 苦 し み 。 6

７ . サ ン ス ク リ ッ ト 語 の 「 業 （ ご う 」 で 「 行 為 」 の 意 味 。 7） 、

８ . 輪 廻 転 生 の 苦 し み か ら 脱 却 し て 、 永 遠 の 安 ら ぎ を 得 る こ と 。 8

９ . 『 ヴ ェ ー ダ 』 の 付 属 書 に み ら れ る 哲 学 的 思 索 。 語 義 ： 奥 義 書 」 9「

1 0 . ウ パ ニ シ ャ ッ ド 哲 学 で 宇 宙 の 原 理 ブ ラ フ マ ン （ 梵 ） と 個 体 の 本 質 ア ー ト 10

マ ン （ 我 ） の 一 体 化 （ 一 如 ） を 自 覚 す る こ と 。 こ れ に よ っ て 解 脱 。

11 . ウ パ ニ シ ャ ッ ド 哲 学 の 宇 宙 の 原 理 。 11

1 2 . ウ パ ニ シ ャ ッ ド 哲 学 の 個 体 の 本 質 。 12

1 3 . バ ラ モ ン 教 に 民 間 信 仰 が 結 び つ い て 生 ま れ た 「 イ ン ド 人 の 宗 教 。 13」

1 4 . ヒ ン ド ゥ ー 教 の 「 一 体 三 神 」 の 創 造 神 。 あ ま り 人 気 が な い 。 14

1 5 . ヒ ン ド ゥ ー 教 の 「 一 体 三 神 」 の 維 持 神 。 ブ ッ ダ も 化 身 の 一 つ と す る 。 15

1 6 . ヒ ン ド ゥ ー 教 の 「 一 体 三 神 」 の 破 壊 神 。 舞 踊 の 神 で も あ る 。 16

1 7 . P E R S O N B . C .５ ・ ４ 世 紀 （ ま た は B. C .６ ・ ５ 世 紀 、 イ ン ド 人 で 仏 教 の 17）

開 祖 。 語 義 ： 釈 迦 は シ ャ カ 族 の 王 子 で あ っ た こ と に 由 来 。 仏 陀 は 本 来 「 悟

り し 者 」 を 意 味 す る 普 通 名 詞 ブ ッ ダ か ら

18 . ブ ッ ダ が 東 門 で 老 人 南 門 で 病 人 西 門 で 死 人 北 門 で 修 行 者 に 出 会 い 18、 、 、 、

出 家 を 決 め た こ と 。

19 . 四 つ の 普 遍 的 真 理 の 命 題 。 語 義 ： 仏 教 原 理 （ ダ ル マ ） の 印 。 19「 」

20 . 四 法 印 の 一 つ で 「 人 生 の 全 て は 苦 し み 。 20、 」

2 1 . 自 分 を 「 煩 （ わ ず ら ） わ せ 悩 ま せ る 」 原 因 と な る 自 己 や 所 有 物 に 執 着 21

（ 我 執 ） す る 心 の 持 ち 方 。 別 名 は 渇 愛 （ か つ あ い 。）

22 . 百 八 つ の 煩 悩 の 中 心 貪 と ん む さ ぼ る ・ 瞋 し ん い か る 22。 （ 「 」） （ 「 」）

・ 痴 （ ち 「 し れ る 。」）

23 . 四 苦 八 苦 の 四 苦 。 23

2 4 . 四 苦 八 苦 の 「 愛 す る も の と 離 別 す る 苦 し み 。 24」

2 5 . 四 苦 八 苦 の 「 憎 い も の と 出 会 う 苦 し み 。 25

2 6 . 四 苦 八 苦 の 「 求 め る も の が 得 ら れ な い 苦 し み 。 26」

2 7 . 四 苦 八 苦 の 「 五 蘊 （ ご う ん 色 ＜ し き 物 質 と 肉 体 ＞ ・ 受 ＜ 感 受 作 用 ＞ 27

・ 想 ＜ 表 象 作 用 ＞ ・ 行 ＜ ぎ ょ う 意 思 や 記 憶 ＞ ） に よ る 苦 し み 。」

28 . 四 法 印 の 一 つ で 「 全 て の 存 在 は 常 に 変 化 し 、 と ど ま る こ と が な い 。 28、 」

29 . 四 法 印 の 一 つ で 「 全 て の 存 在 に は 本 質 （ 我 ＝ 不 変 の 実 体 ） が な い 。 29、 」

30 . 四 法 印 （ 特 に 最 初 の 三 つ ） に 対 す る 無 知 。 苦 の 根 本 原 因 。 30

3 1 . 四 法 印 の 一 つ で 「 他 の 三 つ の 法 印 を 正 し く 知 る （ 悟 る ） こ と で 、 煩 悩 31、

を 滅 ぼ し 得 ら れ る 安 ら か な 境 地 。」

T. Q .「 ブ ッ ダ が 説 い た 四 法 印 と は 何 か ？ 」

T. A .

ブ ッ ダ は 、 人 は 誰 で も み ん な 百 八 つ の 煩 悩 に よ っ て 苦 し ん で い る こ と を 説 き （ 一 切 皆 苦 、）

す べ て の も の は 絶 え ず 変 化 し （ 諸 行 無 常 、 不 変 の 実 体 は な い と し た （ 諸 法 無 我 。 ま た 、 こ） ）

れ ら 三 つ を 正 し く 認 識 す る （ 悟 る ） こ と （ 涅 槃 寂 静 ） で 煩 悩 を 滅 ぼ せ る の で あ る と 説 い た 。

こ れ ら 四 つ の 真 理 を 、 ま と め て 四 法 印 と い う 。


